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2433回 納市納市納市納市

△強気配 　○保合 ▼弱気配
長さ 末口径 昨　年

樹種 １本当 気　　配 摘　　要 同　期
m cm 高　　値 中　　値 単価 安　　値 中　値
2 20- - - - - - 8,000
3 14 10,000 10,000 590 10,000 ○ 柱目3.5寸取り 10,400

16-18 14,000 12,100 1,053 12,000 ○ 柱目４寸取り 11,400
す 20- 17,000 13,400 1,769 11,000 ○ 中目 12,000

4 8-11 280 261 - 250 ○ 本＠ 250
12-13 9,000 8,900 516 6,000 ○ 母屋取り 8,000

14 11,000 11,000 858 11,000 ○ 桁目3.5寸 10,500
16-18 12,800 12,200 1,415 7,800 ○ 桁目　4寸 11,200
20-22 17,500 13,200 2,323 7,800 △ 中目 12,800

ぎ 24-28 17,500 14,600 3,942 7,800 △ 中目 13,500
30-34 20,300 15,900 6,519 9,200 △ 二番玉節少 13,600
36- 38,600 21,300 9,331 - △ 根玉選木 16,800

6 16-18 15,500 15,400 2,254 15,000 ○ 通し柱 15,200
20-22 15,000 14,600 3,498 14,500 ○ 通し柱 14,900

2 20- 25,000 12,300 1,486 3,800 ○ 14,200
3 14 13,000 11,500 679 11,000 ▼ 柱目3～3.5寸 26,100

ひ 16 15,600 15,200 1,322 14,800 ▼ 柱目3.5～4寸 25,500
18-22 15,200 15,000 1,980 14,200 ▼ 柱目４寸取り 22,000

4 4-7 - - - - - 本＠ -
8-11 300 294 - 230 ○ 本＠ 237
12-13 11,000 10,900 632 6,000 ○ 3寸取り 13,400

14 14,000 13,000 1,014 12,000 ▼ 土台目3.5寸 26,600
の 16-18 17,000 15,200 1,763 13,100 ▼ 土台目3.5～４寸 27,600

20-22 20,000 16,000 2,816 13,100 ▼ 中目縁甲取り 25,800
24-28 30,000 19,900 5,373 14,100 ▼ 中目 26,500
30-34 30,100 23,400 9,594 15,000 ▼ 二番玉節少 28,900
30- 95,000 39,300 - - ○ 根玉選木 61,500

き 6 14 - - - - - 通し柱３．５寸 -
16-18 33,300 25,800 5,005 23,000 ○ 通し柱　４寸 32,700
20-22 32,800 26,400 7,656 23,000 ○ 通し柱　 28,400

7 16-18 - - - - - 34,000
ま  4.0- 22-26 - - -
つ -6 28-32 - - - - - -

12月17日12月17日12月17日12月17日 土場在庫土場在庫土場在庫土場在庫 52台52台52台52台

《今回市の落札状況》《今回市の落札状況》《今回市の落札状況》《今回市の落札状況》
樹種 出品（ｍ3） 落札（ｍ3） 落札率
スギ 729 729 100.0%
ヒノキ 1,452 1,452 100.0%
その他 34 34 100.0%

計 2,215 2,215 100.0%
《つち情報》《つち情報》《つち情報》《つち情報》

　『つち』『つち』『つち』『つち』とは、暦の上で木を伐るに不適な日を言います。

　特に優良材の根放しには、この日を避けてください。

　玉伐りはかまいません。

次回の『つち』　12月25日（木）～12月31日（水）次回の『つち』　12月25日（木）～12月31日（水）次回の『つち』　12月25日（木）～12月31日（水）次回の『つち』　12月25日（木）～12月31日（水）

平成26年12月18日

落　　　札　　　価　　　格

《寒風の中、納市が終了》《寒風の中、納市が終了》《寒風の中、納市が終了》《寒風の中、納市が終了》
平成26年の納市が寒風の中行われ、市況共々冷え込
みが厳しい入札会であった。ヒノキ構造材は３，４ｍとも
に15,000円/㎥の攻防が続き、中目材については、応札
も少なく非常に売りづらい状況となっている。製品需要も
かなり悪く、今後の動向は、売上が伸びない中どれだけ
原木の仕入れ在庫を抱えていられるか、製材メーカーの
腰の強さにかかってくる。
消費税の駆け込み需要による暴騰で幕を開けた平成26
年木材市況も、終わってみれば、予想以上の落ち込み
で幕を閉じた。景気の閉塞感は木材業界だけのことでは
ない。来年こそはアベノミクスの恩恵が日本全国に広ま
るよう祈るばかりである。
1年間のご愛顧ありがとうございました。

県森連ホームページ　　　http://www.s-kenmori.net/


